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F 185　 X01 部　出土遺物（19）
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F 186　 X01 部　出土遺物（20）
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F 187　 X01 部　出土遺物（21）
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F 188　 X01 部　出土遺物（22）
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F 189　 X01 部　出土遺物（23）
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F 190　 X01 部　出土遺物（24）



　伊場大溝 の調査

― 210 ―

15cm0 1:3

248 249
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267 268

269 270 271 272
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276 277

れており、177 は で、178 は で される。179 は の 部に、 により である

が「 」と考えられる文字が記されている。180 は の 部に、 により であるが「本 」

と考えられる文字が記されている。181 は の 部に「 」が記されている。182・183 は の 部

に で「郡」が記されている。184 は の 部 部に「 」が記されている。185 は の

部に墨書が されるが できない。186 は の 部に「 」が記されている。187 は の 部

部に「 」が記されている。188 は 部に「 」の文字のほか、 部に 状の記号が記され

ている。189 は の 部 部に「刀」が記されている。190 は の 部の 所 部に「 」

が記されている。191 は の 部に「主」が記されている。192 は の 部に「大」が記されている。

193 は の 部 部に「好」と考えられる文字が記されている。194 は 部に「本」が記され

ている。195 ～ 201 は墨書と考えられるが文字の ができなか た土器を 。201 は 墨書で

記されている。

　202 は の 部 部に「財 」が記されている。203 は 部 部に「財 」が記されて

いる。204 は 部 部に「刀 」が記されている。205・206 は 書の文字が される。205

は の 部に「三」「得」が される。 により であるが「□□ 」、 が な文字や、

部 できる「□物」が記されている。206 は の 部に「文」「 」「 」「地」「地」 書の文

字が記されており、 部 面に墨 が される。207 ～ 209 は に記号が記されている。207 は

F 191　 X01 部　出土遺物（25）
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F 192　 X01 部　出土遺物（26）
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15cm0 1:3

291

292

293 294

295

296

部に 状の記号が、208 はＤ字状の記号が、209 は の 部に点のある記号が される。210

～ 277 は墨書と考えられるが文字の はできなか た土器を 。230 の文字の は しいが

文字と考えると 文字 は「 」の がある。

　278 ～ 296 は土師器に墨書が記されている。278 ～ 284 は の 部に「足」が記されている。285

は により であるが の 部に「 」と考えられる文字が記されている。286 は の 部

に「 」が記されている。287・290 は の 部に により であるが「足」と考えられる

文字が記されている。289 は の 部に「石」と考えられる文字が記されている。291 ～ 294 は文

字は できるが できなか た。295 は の 部に 後に 書されたと考えられる「 」が

記されている。296 は の 部に墨書が記されている。 により て できないが「□□□

□□」と記されている。

F 193　 X01 部　出土遺物（27）
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F 194　 X01 部　出土遺物（28）
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F 195　 X01 部　出土遺物（29）
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F 196　 X01 部　出土遺物（30）
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F 197　 X01 部　出土遺物（31）
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F 198　 X01 部　出土遺物（32）
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F 199　 X01 部　出土遺物（33）

000　梶子遺跡19次　D区　SD01　Ⅳ層　SX01　出土遺物実測図 （000・000）

15cm0 1:3
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000　梶子遺跡19次　D区　SD01　Ⅳ層　SX01　出土遺物実測図 （000・000）
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　 器（F 194・195） X01 から出土した須恵器を 。器種は、 、 、 、陶 、

が出土している。灰釉陶器や土師器と して出土点 は ない。

　297 は である。298 は である。299 ～ 303 は を 。299 は 口 である。 部

が る形状である。300・301 は 部から上部が している。 部の形状から 口 と

考えられる。301 は 部が より 出した形状である。303 は の である。 部に

が る。304 は陶 である。 部には は られない。305 ～ 311 は である。305 は上 の

しており、 面 部にタタ 調 が される。307 は 部が かに している。 面に

タタ 調 が、内面には 状の て が される。306 ～ 311 は の口 部である。

 器（F 196 ～ 200） X01 から出土した 312 ～ 429 を 。出土したほとんどが であり、

に 、 、 など出土している。

　312 ～ 415 は である。 釉がなされていない が多い。 の 面形状や、 釉 、 部

の調 などから - ～ - １期（ 世紀後 ～ 10 世紀 ）に ると考えられる。 部の

調 には 、 、 が されており、 が多い。 は三日月 や三 形状

の形状が されており、 けの が い三 形状の が 多い。 釉 には

と が されるが、 釉が 近 を る。317 は 部に六 形状の記号が

F 200　 X01 部　出土遺物（34）
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F 201　 X01 部　出土遺物（35）
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F 202　 X01 部　出土遺物（36）
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469

470

471 472 473

474 475
476

477

478 479

480

481

れている。415 は が により が であるが、 状 により の と考えられる。

416 ～ 420 は 調 の である。421 は である。 部には が される。422 は

足 である。423・424 は である。423 の 部は 状であるが 424 は により である。

　425 ～ 428 は である。425 は で 部の り出しは い。426・427 は 部上 から口

部にかけて しているが、 部の形状から と考えられる。428 は の で 部上 が

により である。429 は の 部から 部にかけての 部である。 面 部にタタ 調 が

なされており、内面に 調 が される。430 ～ 434 は 釉陶器である。

F 203　 X01 部　出土遺物（37）
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　土 器（F 201 ～ 203） X01 の 部より出土した 435 ～ 481 を 。機種は や が多 、

や 品、製 土器が出土している。

　435 ～ 442 は である。435 は内 面に が されており、内 面と に 調 が さ

れる。436 は内面と 面の口 部に、437 は内 面と に が される。438・439 は内面に

が される。

　443～468は である。ほとんどが口 部の であるが、 のほかに 形 の 在 る。

465 ～ 468 は 部の りがな 、 部に かうに連れ が なることから 形 の と考えら

れる。469・470 は である。470 は、 面は 、内面は 調 がなされており、 の

跡が されない。 形で出土しておら 、 は であるが がない形 と した。

　471・472 は 品の である。473 は製 土器で、内面に が される。474 ～ 481

F 204　 X01 部　出土遺物（38）
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15cm0 1:3

炭化範囲

487

488

489

490

491

は製 土器である。口 部の が を る のと る のが される。480・481 は製

土器の 部である。

　 製品（F 204） X01 部より出土した３点を る。482 は 灰 製の 石である。上

部が している。483 は 灰 製の 面と が される 石である。484 は と

される石 に４面の 面が される 石である。

　 製品（F 204） X01 部では 点 る。485 は銅製の印 である。印面は 形で は

状の形状である。 の中 に がなされ、金属製の の 部が している。印面には「子」

が した文字が られる。486 は刀子で、木製の が して出土している。

　木製品（F 205 ～ 207）X01 部より出土した 487 ～ 504 を 。器種は、 、 、 物、 物 、

のほか 工 が出土している。

　487 は馬形の がある 工 である。 部に 所 りが される。488 は である。

F 205　 X01 部　出土遺物（39）
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F 206　 X01 部　出土遺物（40）
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F 207　 X01 部　出土遺物（41）
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499

500
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およ 分が している。489 は連 である。上面に による が されるが、 は

ほとんど り ておら 、 中に された がある。490 は の 部と される

工 で、 部が しており、 は であるが、 な 工と上部の形状から の をか

ける と される。491 は の木製品である。出土時、形状の じ が せて

部に木 で られて出土していた。 の要部分の ある。492 は と考えられる部 で

ある。 面に 物 が され、 次 されていたと考えられる。493 ～ 495 は の

木製品である。494 は多 形状に 工されており、中 を る形 の木 の 品と考えられ

る。496 は 物 である。497 ～ 501 は 物の である。497 は中 に が される。502・

503 は である。504 は の 工 である。

S 01

　墨書土器（F 208 ～ 233） X01 部と じ 須恵器、灰釉陶器、土師器 とに分け、文字で

と て遺物を している。ほとんどが１文字書きされた墨書土器であり、「得」、「足」が多 を

る。１文字書きの墨書土器より であるが、「得上」などの 文字書きの墨書土器 多 出

土している。

　505 ～ 510 は須恵器に墨書が記されている。505 は の 部に「川辺足人」が記されてるほか、

はできないが１文字 される。506 は の 部に「 」が記されている。507 は

の 部に「足」が記されている。508・509 は で、508 は 部、509 は 部に「足」が記され

ている。510 は で 部に「足」が記されている。

　512 ～ 781 は灰釉陶器に墨書が記されている。512 ～ 544 は の 部に「得」が記されている。

た し、522 の 「得上」が記されていた。544 は がほかと して 、 に近い形状である。

545・546 は の 部に 墨で「得」が記されている。547 は の 部と 部の 所に 墨で「得」

が、 部１ 所に墨書で「得」が記されている。548 ～ 550 は「得」のほか、別の文字が される。

548 は 部に「得」、 部に「上」が記されている。549 は 部に「得」のほか、 できない 1 文

字が記されている。550 は 部、 部に「得」が、「平」と考えられる文字が 部に記されている。

551・552 は で、 部に「得」が記されており、552 は 墨で記されている。553 ～ 558 は灰

釉陶器の に「得」の文字が できる。561 ～ 562 は「得」と考えられる文字が記されている。

　563 ～ 587 は に「得上」が墨書で記されている。572 は「上」が 文字で記されている。578

は 部と 部に「得上」が記されている。586・587 は の 部に「得上」が記されており、586 は

である。588 ～ 592 は により であるが、「得上」が記されていると考えられる。

593 ～ 595 は「上」が記されている。593・594 は で、594 は 釉の上に墨書が記されていた

があり、本調査では「得上」が多 出土していることから「得上」と ることができる。

595 じ 、 により であるが「得上」と できる。596 ～ 620 は の 部に「足」が、

621 ～ 624 は の 部に「足」が記されている。625 ～ 630 は「足」 文字、あるいは別の文字が

記されている。625 は の 部に「足」が 文字記されている。626 ～ 629 は の 部 部に

「足」が記されている。 のう 、626・627 は 部の「足」が で記されている。630 は の

部に 墨で「足」が、 部に「 」が記されている。631 ～ 633 は の 部に 墨で「足」が記さ
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15cm0 1:3

505 506 507

508 509 510

511

れている。634 は の 部に「足」が記されている。635・636 は で、635 は 部、636 は

部に「足」が記されている。637 ～ 643 は により であるが「足」と記されている

がある。642・643 は 墨で記されている。645 ～ 647 は の 部 部に「 」が記されている。

648 は の 部に「 」のほか「足」が記されている。649 は の 部に 墨で「足」のほか

部 部に「 」と される文字が記されている。

　650 は の 部 部に「 」が記されている。651・652 は の 部に「 」が記されてい

る。653 ～ 660 は に「 」が記されている。653 は内面 に 墨 が される。654 は 部

の文字は により できない。655 ～ 658 は 部 部に「 」が記されている。 のう 、

658 は 部、 部と に 墨で記されている。661 ～ 663 は に「 」が記されている。661・662

F 208　 X01 中 部　出土遺物（1）

15cm0 1:3

512 513 514

515 516 517

518 519 520



３ 　伊場大溝の調査

― 229 ―

15cm0 1:3

505 506 507

508 509 510

511

15cm0 1:3

512 513 514

515 516 517

518 519 520

F 209　 X01 中 部　出土遺物（2）
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F 210　 X01 中 部　出土遺物（3）
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F 211　 X01 中 部　出土遺物（4）
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F 212　 X01 中 部　出土遺物（5）
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F 213　 X01 中 部　出土遺物（6）
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F 214　 X01 中 部　出土遺物（7）
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F 215　 X01 中 部　出土遺物（8）
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F 216　 X01 中 部　出土遺物（9）
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599 600 601



３ 　伊場大溝の調査

― 237 ―

15cm0 1:3

581 582 583

584
585

586 587 588

589 590 591

592

15cm0 1:3

593 594 595

596 597 598

599 600 601

F 217　 X01 中 部　出土遺物（10）



　伊場大溝 の調査

― 238 ―

15cm0 1:3

602 603 604

605 606 607

608 609 610

F 218　 X01 中 部　出土遺物（11）

15cm0 1:3

611 612 613

614 615 616

617 618
619

620



３ 　伊場大溝の調査

― 239 ―

15cm0 1:3

602 603 604

605 606 607

608 609 610

15cm0 1:3

611 612 613

614 615 616

617 618
619

620

F 219　 X01 中 部　出土遺物（12）



　伊場大溝 の調査

― 240 ―

15cm0 1:3

朱墨

621 622

623

624

625 626 627

628 629 630

F 220　 X01 中 部　出土遺物（13）

15cm0 1:3

墨

631 632 633

634 635 636

637 638

639

640



３ 　伊場大溝の調査

― 241 ―

15cm0 1:3

朱墨

621 622

623

624

625 626 627

628 629 630

15cm0 1:3

墨

631 632 633

634 635 636

637 638

639

640

F 221　 X01 中 部　出土遺物（14）



　伊場大溝 の調査

― 242 ―

墨

15cm0 1:3

641 642 643

644 645 646

647 648 649

F 222　 X01 中 部　出土遺物（15）

朱墨

15cm0 1:3

650 651 652

653 654 655

656 657



３ 　伊場大溝の調査

― 243 ―

墨

15cm0 1:3

641 642 643

644 645 646

647 648 649

朱墨

15cm0 1:3

650 651 652

653 654 655

656 657

F 223　 X01 中 部　出土遺物（16）



　伊場大溝 の調査

― 244 ―

朱墨

15cm0 1:3

658 659

660

661

662

663

664

665 666 667

F 224　 X01 中 部　出土遺物（17）

15cm0 1:3

朱墨

668

669 670

671

672 673 674

675 676 677



３ 　伊場大溝の調査

― 245 ―

朱墨

15cm0 1:3

658 659

660

661

662

663

664

665 666 667

15cm0 1:3

朱墨

668

669 670

671

672 673 674

675 676 677

F 225　 X01 中 部　出土遺物（18）



　伊場大溝 の調査

― 246 ―

15cm0 1:3

678 679

680

681 682

683

684 685

F 226　 X01 中 部　出土遺物（19）

15cm0 1:3

朱墨

686 687 688

689 690 691

692 693 694



３ 　伊場大溝の調査

― 247 ―

15cm0 1:3

678 679

680

681 682

683

684 685

15cm0 1:3

朱墨

686 687 688

689 690 691

692 693 694

F 227　 X01 中 部　出土遺物（20）



　伊場大溝 の調査

― 248 ―

15cm0 1:3

695 696 697

698 699 700

701 702 703

704
705

F 228　 X01 中 部　出土遺物（21）

15cm0 1:3

706

707

708

709

710

711

712 713

714

715 716



３ 　伊場大溝の調査

― 249 ―

15cm0 1:3

695 696 697

698 699 700

701 702 703

704
705

15cm0 1:3

706

707

708

709

710

711

712 713

714

715 716

F 229　 X01 中 部　出土遺物（22）



　伊場大溝 の調査

― 250 ―

15cm0 1:3

717 718 719

720

721 722 723

724 725 726

727 728 729

F 230　 X01 中 部　出土遺物（23）

15cm0 1:3

墨

墨730 731 732 733

734 735 736 737

738 739 740

741
742 743

744

745
746

747
748

749

750
751

752



３ 　伊場大溝の調査

― 251 ―

15cm0 1:3

717 718 719

720

721 722 723

724 725 726

727 728 729

15cm0 1:3

墨

墨730 731 732 733

734 735 736 737

738 739 740

741
742 743

744

745
746

747
748

749

750
751

752

F 231　 X01 中 部　出土遺物（24）



　伊場大溝 の調査

― 252 ―

15cm0 1:3

墨

753
754

755

756
757

758

759 760

761 762

763
764 765

766
767 768 769 770

771 772 773 774
775

776 777 778
779

780
781

は 部に、663 は内面 部に れ れ記されている。664 ～ 666 は の 部に「 」が記されてい

る。664 は により であるが「 」と考えられる。667 ～ 672 は の 部に「平」が記さ

れており、670 は 墨で記されている。672 は 部４ 所に に関連したセー ン記号の

がある記号が される。673・674 は の 部に「 」が記されており、674 は で され

る。675 は の 部に「 」が記されている。676 ～ 678 は 部に「本 」が記されている。675

～ 677 は で、678 は である。679・681 は に「 」が記されている。679 は 部、681 は 部

に れ れ記されている。680 は 部に「 」と考えられる文字が記されている。682・683 は に

「 」が記されている。682 は 部、683 は内面 部に れ れ記されている。683 は 部に墨書が

F 232　 X01 中 部　出土遺物（25）

15cm0 1:3

782 783 784

785

786

787

788

789



３ 　伊場大溝の調査

― 253 ―

15cm0 1:3

墨

753
754

755

756
757

758

759 760

761 762

763
764 765

766
767 768 769 770

771 772 773 774
775

776 777 778
779

780
781

15cm0 1:3

782 783 784

785

786

787

788

789

記されているが はできなか た。684・685 は の 部に「 」が記されている。685 は 文字

されるが 文字 は できない。

　686 ～ 697 は墨書として できるが文字が な のを 。686 は「平」、687 は「得上上」、

692 は「十 」、694 は 墨で「足」、697 は「 」と考えられる。698・699 は 部に「 」と考え

られる文字のほかに、別の墨書が されるが 別はできない。700 は の 部に で「平」の

ほか、「 」と考えられる文字が記されている。701 は の 部に で「六」のほか、「 」と考

えられる文字が記されている。702 は の 部に で「財」と考えられる文字と「 」が記され

ている。703 は の 部に で平行して「平」と考えられる 文字が記されている。704 は の

部に 文字 できるが「弥」の できる。705 は の 部 部に墨書が できるが

はできない。706 は の 部に墨書による 状の記号が される。707 は の 部に墨書で

井の記号が される。708 は の 部に で「本」のほか「 」と考えられる文字が記されて

いる。709 は の 部に「平」と考えられる文字が記されている。711 ～ 795 は墨書と できる

F 233　 X01 中 部　出土遺物（26）



　伊場大溝 の調査

― 254 ―

15cm0 1:3

790 791 792

793 794 795

796 797
798

799
800 801

802
803 804

805 806 807

808 809
810

811

812

813

F 234　 X01 中 部　出土遺物（27）

15cm0 1:3

814

815

816

817

818

819

820

821

822

823

824



３ 　伊場大溝の調査

― 255 ―

15cm0 1:3

790 791 792

793 794 795

796 797
798

799
800 801

802
803 804

805 806 807

808 809
810

811

812

813

15cm0 1:3

814

815

816

817

818

819

820

821

822

823

824

F 235　 X01 中 部　出土遺物（28）



　伊場大溝 の調査

― 256 ―

15cm0 1:3

825

826

827

828

829

830

831

が できない灰釉陶器を 。712 は の 部に であるが「足」と考えられる文字が記さ

れている。713 は の 部に により は しいが「得」が記されている。 により は

であるが、740・777 は「足」、754 は「得」、768 は「 」の が い。781 は 墨で文字

が記されている。

　782 ～ 788 は土師器に墨書が記されている。782 は の 部に「足」が記されている。783

～ 789 は で 783 ～ 785・789 は 部に、786 は 部に れ れ「足」が記されている。787 は の

部に墨書が 文字記されているが できない。788 は で内 面と に が されており、

内面 部に「川」と考えられる墨書が記されている。

　 器（F 234 ～ 236） X01 中 部より出土した 790 ～ 831 を 。器種は、 、 、

、 、 、 、 、 、陶 、 、などが出土している。特に、出土 が ない 足

が出土している。灰釉陶器、土師器と して出土 はやや ない。

F 236　 X01 中 部　出土遺物（29）

15cm0 1:3

832 833 834

835 836
837

838 839 840

841
842 843

844 845
846

847 848 849

850
851

852
853

854
855 856



３ 　伊場大溝の調査

― 257 ―

15cm0 1:3

825

826

827

828

829

830

831

15cm0 1:3

832 833 834

835 836
837

838 839 840

841
842 843

844 845
846

847 848 849

850
851

852
853

854
855 856

F 237　 X01 中 部　出土遺物（30）



　伊場大溝 の調査

― 258 ―

15cm0 1:3

857 858 859

860 861
862

863 864 865

866 867 868

869 870
871

872
873

874

875 876 877

878 879
880

881 882
883

884
885

886

F 238　 X01 中 部　出土遺物（31）

15cm0 1:3

887
888

889

890 891 892

893 894 895

896 897 898

899 900 901

902
903 904

905 906 907

908 909 910

911

912

913

914 915 916



３ 　伊場大溝の調査

― 259 ―

15cm0 1:3

857 858 859

860 861
862

863 864 865

866 867 868

869 870
871

872
873

874

875 876 877

878 879
880

881 882
883

884
885

886

15cm0 1:3

887
888

889

890 891 892

893 894 895

896 897 898

899 900 901

902
903 904

905 906 907

908 909 910

911

912

913

914 915 916

F 239　 X01 中 部　出土遺物（32）



　伊場大溝 の調査

― 260 ―

15cm0 1:3

917 918 919

920 921 922

923 924 925

926 927 928

929 930
931

932 933 934

935 936 937

938 939 940

941
942 943

944
945 946

947 948 949

F 240　 X01 中 部　出土遺物（33）

15cm0 1:3

950
951 952

953 954 955

956
957 958

959
960 961

962 963 964

965 966 967

968 969
970

971
972

973

974 975 976

977
978 979



３ 　伊場大溝の調査

― 261 ―

15cm0 1:3

917 918 919

920 921 922

923 924 925

926 927 928

929 930
931

932 933 934

935 936 937

938 939 940

941
942 943

944
945 946

947 948 949

15cm0 1:3

950
951 952

953 954 955

956
957 958

959
960 961

962 963 964

965 966 967

968 969
970

971
972

973

974 975 976

977
978 979

F 241　 X01 中 部　出土遺物（34）



　伊場大溝 の調査

― 262 ―

15cm0 1:3

朱墨

980 981

982
983 984

985
986 987

988 989
990

991 992

993
994 995

996 997 998

999
1000

1001

F 242　 X01 中 部　出土遺物（35）

15cm0 1:3

緑釉

1002

1003

1004

1005 1006 1007



３ 　伊場大溝の調査

― 263 ―

15cm0 1:3

朱墨

980 981

982
983 984

985
986 987

988 989
990

991 992

993
994 995

996 997 998

999
1000

1001

15cm0 1:3

緑釉

1002

1003

1004

1005 1006 1007

　790 は である。 からの 品と られる。791 ～ 796 は である。794 は の 部

が い形状であるた の を 。796 は内面 に墨 が られ、 た していること

から と考えられる。797 ～ 799 は である。797 は 部が より 出した形状であ

る。800 ～ 804 は である。803 はほかと して器 が い。805 ～ 807 は である。807

は 部がやや平 である。808・809 は である。808 の 部には 記号が される。810

～ 812 は である。812 は口 部が る形状である。813 は である。814 は である。

　815 ～ 823 は を 。815 ～ 817 は 口 である。815 は口 部の しており、 で

あるが形状により 口 と考えられる。口 部に が される。816 は口 部の してい

る。817 は口 部が しているが、 部の形状により 口 と考えられる。818 は である。

819 は である。 面 部に 間 で に が される。820・821 は の 部である。

822・823 は 足 である。822 は１ の していたが、 部の 状 から、３ 在してい

たと考えられる。823 は 部が 部から している。824 は で、口 部が している。825

～ 827 は陶 である。826 は 部に な が される。828 ～ 831 は である。828・829

は 面にタタ 調 がなされる。830・831 は口 部中 に が される。

　 器（F 237 ～ 243） X01 中 部より出土した 832 ～ 1006 を 。なお、970 は須恵器の

の ある。832 ～ 980、991 ～ 993 は である。 釉 や の形状、 部の 跡

など多種多 在 る。832 は の 面が 形であり、 部は により であるが

と考えられることなど、形状に特 が られ 世紀 （ 14 式）の のと考えられる。

釉は されない。854 は内面に が される。882 は 面の が れる部分が され

ており、内面には は であるが 状の のによると される が される。状 か

ら に されたとは考えに い。959 は 部に静 が される。991 ～ 993 はほかの

と して大 の で が い形状である。981 ～ 990 は で 部は て 調 で

ある。981 は 部に静 が される。994 ～ 996 は である。995 は内面 に 墨 が

される。997 は 、998 は の である。999 は の で、1000 は の

F 243　 X01 中 部　出土遺物（36）



　伊場大溝 の調査

― 264 ―

赤彩

15cm0 1:3

1008
1009 1010

1011
1012 1013

1014
1015 1016

1017
1018

1019

1020

1021

1022

1023

1024

1025

1026

1027

F 244　 X01 中 部　出土遺物（37）

15cm0 1:3

20cm0 1:4

1028

1029

1030

1031 1032

1033

1034

1035

1036



３ 　伊場大溝の調査

― 265 ―

赤彩

15cm0 1:3

1008
1009 1010

1011
1012 1013

1014
1015 1016

1017
1018

1019

1020

1021

1022

1023

1024

1025

1026

1027

15cm0 1:3

20cm0 1:4

1028

1029

1030

1031 1032

1033

1034

1035

1036

F 245　 X01 中 部　出土遺物（38）


	とびら



